
チェルノブイリ膀胱炎



チェルノブイリ膀胱炎（ぼうこうえん）
・福島第一原発で放出させた放射性物質は

・→ セシウム１３４、１３７では広島型原爆１６８個分

・セシウム１３７は、人類のはじめた核実験以前には地
球上に存在しなかった。

・福島の子どもたちの尿からセシウム１３７が出ている。

・長期の被曝が前がん状態をつくる。

・チェルノブイリでは、膀胱がんが１００万人あたり２６
人（１９８６年）が４３人（２００１年）に倍増した。

ー児玉龍彦教授（東京大学先端技術研究センター
生物医学ラボラトリー 兼：東京大学アイソトープ総
合センター長）
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パンフレット『福島の子どもたちの尿検査からみえてきたもの』
福島老朽化原発を考える会（ﾌｸﾛｳの会） より



福島老朽原発を考える会 青木一政氏 作成











川口市の小学校に通う女
の子（１０歳）
Save Childにお母さんが
投稿した検査報告書
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